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雑誌発売日申請について



現状

ＪＰＲＯデータの活用について1

昨年ＪＰＲＯに定期雑誌のデータ項目を追加し、取次会社の仕入情報との連携が
可能となりました

更なるＪＰＲＯ登録拡大をめざし・・・

出版社様 ＪＰＲＯ登録 取次仕入情報

ダウンロード

enCONTACT

BookEntry

今後 ＪＰＲＯによる不定期誌（増刊・ムック）の発売日申請が可能とな
ります



内容

発売日申請について2

日次の取り扱い業量を把握するため、出版社様から事前に発売銘柄情報をいただ
いています

目的 日次の取り扱い業量を均一化（業量平準化）するため

【何故「業量平準化」？】
出版配送の効率化を図るため。業量のバラつきは作業効率や輸
送効率を悪化させる。
持続的な出版配送のために「業量平準化」は欠かせない要素で
す



現状

発売日申請の方法3

下記情報を集計して、日次の推定業量を把握しています

ジャンル 情報取得方法 スケジュール（発売日起算）

①定期雑誌 直近の仕入実績より、定日の
点数・冊数を予測

②コミックス 対象出版社様にアンケート形
式で点数・冊数情報をいただ
く

3～4ヶ月前

③増刊・ムック 出版社様から発売日をメール
で申請していただく

3ヵ月前



今後

発売日申請の方法４

ジャンル 情報取得方法 スケジュール（発売日起算）

①定期雑誌 直近の仕入実績より、定日の
点数・冊数を予測

②コミックス 対象出版社様にアンケート形
式で点数・冊数情報をいただ
く

3～4ヶ月前

③増刊・ムック ＪＰＲＯデータより取得 3ヵ月前

ＪＰＲＯに登録することで、進行委員会への発売日申請も行うことが
出来るようになります



出版社 JPRO

web入力

雑誌進行委員会

増刊・ムック
増刊・ムック

定期誌
コミック

増刊・ムック

ダウン
ロード

業量を確認して
多ければ調整

雑誌進行委員会はJPROデータをダウンロードして業量を把握します

発売日申請のフロー5

コミック

定期誌



ＪＰＲＯによる発売日申請の効果6

２．仕入情報登録との併用も可能となります

３．登録申請の簡素化により、皆さまの登録が増え、業量平準化の
精度が高まります

１．ＪＰＲＯ登録と従来の発売日申請の業務の重複を簡素化します

業量平準化



2026年4月発売分（2026年1月申請）より、メールによる発売日申請を中止し、JPRO登録へ一本化
を予定しています

4月1日（火）発信予定の7月期増刊・ムック発売日申請よりJPROデータを活用します

6月期以前に発売の銘柄については、追加・変更等はこれまで通り、雑誌進行委員会へのメールで
のご連絡をお願いします

JPRO登録での申請を開始した場合、情報の重複を避けるため、メールでの増刊・ムック発売日申請
は行わないでください

詳細につきましては、雑誌進行委員会から改めてご案内させていただきます。

申請時期 発売時期 内容 申告手段

～2025年3月 ～2025年6月 申請 雑誌進行委員会へメール

2025年4月～ ～2025年6月 変更・追加 雑誌進行委員会へメール

2025年4月～ 2025年7月～ 申請・変更・追加 ＪＰＲＯ登録　or　雑誌進行委員会へメール

2026年1月～ 2026年4月～ 申請・変更・追加 ＪＰＲＯ登録のみ

スケジュール7



これまでメールにてご連絡いただいておりましたが、ＪＰＲＯ登録により出
版社様の業務効率化が期待できます

そして皆様の登録により業量が平準化し、出版配送維持の一助となります

ＪＰＲＯへの登録のご協力を何卒よろしくお願いいたします

最後に8


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9


